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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 
雲の物理特性やその生成メカニズムの詳細は分かっておらず、気候変動予測の最大の不確定性要因

とされる。本研究は、雲微物理・質量フラックス・鉛直流の全球分布と、水平風鉛直シア相互作用の解

明を目指して、ドップラー機能を有するアクティブセンサ搭載衛星観測を包含する次世代型地上観測

システムの構築を行うものである。 
５つの視野角を持ち偏光成分を観測可能な多重散乱偏光ライダの改良・校正、波長 355nm の高視野

角高スペクトル分解ライダの開発と観測・校正が進み、いずれも連続観測が可能となっている。当初計

画では平成３０年度までを予定していたドップラーライダの開発も進行中である。また、多重散乱の影

響を受けた後方散乱係数を準解析的な手法によって高速かつ精度よく計算可能としたアルゴリズムが

開発された点は高く評価できる。 
一方で、衛星観測に基づく気候モデルにおける雲対流パラメタリゼーションの検証と雲生成消滅機

構の解明については主要パラメータの解析に進展があったものの、全球モデルにおける雲対流パラメ

タリゼーションの検証に関わる当初の計画を研究期間内で達成するためには努力が必要である。 


